
映画・映像アーカイブ

クリス・マルケル（Chris Marker）『不思議なクミ
コ（The Kumiko Mystery）』（1965年）
マルケルは若い女性クミコと出会い、彼女が「何
かの典型ではない」こと、そして「日本が彼女の周
りにある」ことに惹かれる。クミコは自分自身に
とっても謎の存在である。中国・満州に生まれ、
日仏学校で教育を受けた彼女は「私は日本人にな
っているはずだ」と語る。政治、美、人と動物の
関係についての二人のたどたどしいフランス語で
の会話は、部分的な誤解によって妨げられる。マ
ルケルがヨーロッパに戻った後、クミコは彼の質
問リストへの答えを自ら撮影して送り、二人の会
話は時空を越えて続くが、レンズによる距離と言
語のつまずきがその間に横たわる。
上映時間：46分19秒

チップ・ロード（Chip Lord）『魅惑の香り（The 
Aroma of Enchantment）』（1992年）
この作品は、日本のティーンエイジャーがアメリ
カの1950〜60年代に魅了される様子を探る。彼ら
はボビーソックスを履き、髪にブリルクリームを
つける。映画はダグラス・マッカーサー将軍にまつ
わる歴史的逸話と、監督自身が日本文化の中で感
じた疎外感を結びつける。ロードは、アメリカの
記念品を収集する日本人や、アメリカ化を支持す
る人々がカメラに語る物語に焦点を当てる。作品
はユーモラスでありながらも哀愁を帯び、文化的
な疎外や、90年代における西洋文化の影響という
問題に向き合おうとする。
上映時間：55分26秒

ホルヘ・スアレス＝キニョネス・リバス（Jorge 
Suárez-Quiñones Rivas）『永遠の処女（The 
Eternal Virgin）』（2017年）
本作は、小津安二郎の映画から女優・原節子が単
独で登場し、他の人物と視覚的・言語的・身振り的
な関わりを一切持たない場面だけを抜き出して構
成されている。その結果、6本の小津作品から71
ショットが集まった。原節子は、廊下を歩く、ド
アを開けて閉める、夕食の準備をして食べるとい
った日常的な所作を行う姿として映し出される。
日本人監督による女性像の表象が、（西洋の）ポ
ストフェミニズム的視線のもとで、家庭にいる女
性の新たなイメージとして再提示されるという、
複雑な日本文化へのアプローチとなっている。
上映時間：15分13秒

マグナス・ベータス（Magnus Bärtås）『クミコ、ジ
ョニー・ウォーカー & ザ・キュート（Kumiko, 
Johnnie Walker & The Cute）』（2006–2007年）
クリス・マルケルの『不思議なクミコ』の主人公・村
岡久美子と、日本人でありながら周囲から外国人
のように見なされる同性愛者のユダヤ人ジョニー・
ウォーカーをめぐる物語である。彼の家族は何世
代にもわたり日本国籍を持っているにもかかわら
ず、彼は異邦人として扱われる。また彼は、自身
をモデルにした登場人物が出てくる村上春樹の小
説を自宅で朗読する会を開いている。監督はパリ
で村岡久美子を探し出し、彼女が43年前にマルケ
ルから受けた質問への答えを後悔していることを
知る。彼女は新たな文章を書き、それを読み上げ
る。実在または架空の登場人物たちは再構築さ
れ、混ざり合った遊牧的な背景のもとで新たな関
係性に置かれる。
上映時間：48分45秒

トービョルン・ベックマン（Thorbjørn 
Bechmann）『ザ・クミコ・プロジェクト（The 
Koumiko Project』（2012年）
クリス・マルケルの『不思議なクミコ』を出発点と
し、2012年の東京で数日間、ある若い日本人女性
を追う。彼女はマルケルの映画を基に構築された
行動やセリフを実行する。カメラと俳優は、オリ
ジナル作品を形作ったいくつかの同じ場所を通り
抜ける。『ザ・クミコ・プロジェクト』は、マルケル
の原作へのフェティシズムから生まれた作品であ
り、マルケルの魅了を再現すると同時に、監督自
身の魅了を代理的に具現化した作品でもある。

上映時間：4分18秒

石原海『永遠の痛み（Pains of Forever）』（2015
年）
本作は現代的な「セルフ・ドキュメンタリー」の系
譜に属し、監督は観客をホームビデオの親密な領
域へと招き入れる。しかし語られる個人的な物語
は、やがてその映像の意味や妥当性そのものを問
い直す方向へ向かう。愛と自殺の関係を探り、ゲ
ーテの『若きウェルテルの悩み』を軸に、語り手の
両親がゆっくりと破滅へ向かっていった出来事が
語られる。耐えるとは、「コミュニケーションの
不可能性」と静かに向き合うことでもある。

上映時間：7分31秒



 
           作品と配置図 

 

1     Ute Bartel /ウテ・バルテル 

       Magazine/雑誌 

       Köln – Kyoto (Teil1) /ケルン–京都 (１章) 

       6 Fotomagazine/写真雑誌 6 冊 

       Fotografie, Installation/ 写真、インスタレーション 

       2023 
 

3     Yoana Tuzharova/ヨアンナ・ツザロバ 

       Touch/触る 

       Schwarzweißfotografien, Fotoserie/ 

   白黒写真、写真シリーズ 

        2018 
 

5   Satomi Edo/エドサトミ 

     NEW GROUND 15072023 

     Klebefolie/デザインシート 

     Rauminstallation/空間インスタレーション 

     2023 
 

2     Yoana Tuzharova/ヨアンナ・ツザロバ 

       Touch/触る 

       Stoff, Farbfotografie/布、カラー写真 

        2018 
 

4     Ute Bartel /ウテ・バルテル 

       Denk ich an Japan ... /日本のことを想う… 

       Fotografie, Installation/写真、インスタレーション 

        2023 
 

6    Yoana Tuzharova/ヨアンナ・ツザロバ 

      Tandemkoffer/タンデムコファー 

     2 Kanal Mono-Audio, Soundinstallation/ 

   ２チャンネル、モノラルオーディオ、サウンドインスタレーション  

     Kiefernholz, Kunstleder, Stoff/松、合皮、布  2022 
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